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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年7月12日(2012.7.12)

【公開番号】特開2010-246686(P2010-246686A)
【公開日】平成22年11月4日(2010.11.4)
【年通号数】公開・登録公報2010-044
【出願番号】特願2009-98256(P2009-98256)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３０４Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月28日(2012.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１始動領域を遊技媒体が通過した後、可変表示の開始条件が成立したことにもとづい
て各々を識別可能な複数種類の第１識別情報の可変表示を開始し、表示結果を導出表示す
る第１可変表示手段と、第２始動領域を遊技媒体が通過した後、可変表示の開始条件が成
立したことにもとづいて各々を識別可能な複数種類の第２識別情報の可変表示を開始し、
表示結果を導出表示する第２可変表示手段とを備え、前記第１可変表示手段または前記第
２可変表示手段において導出表示された表示結果があらかじめ定められた特定表示結果と
なったことにもとづいて特定遊技状態となる遊技機であって、
　前記特定遊技状態には、可変入賞装置を所定回開放状態にする第１特定遊技状態と、前
記可変入賞装置を前記所定回開放状態にするが前記第１特定遊技状態に比べて不利な第２
特定遊技状態とがあり、
　前記第１始動領域または前記第２始動領域を遊技媒体が通過したときに数値データを抽
出し、抽出した数値データを所定の上限数を限度に保留記憶として保留記憶手段に記憶さ
せる数値データ抽出手段と、
　前記開始条件が成立したことにもとづいて、前記保留記憶手段に記憶されている数値デ
ータが前記第１特定遊技状態に対応する第１判定値または前記第２特定遊技状態に対応す
る第２判定値に合致するか否かを判定することによって、前記第１特定遊技状態または前
記第２特定遊技状態に制御するか否かを識別情報の可変表示結果が導出表示される以前に
決定する事前決定手段と、
　前記始動領域を遊技媒体が通過したことにもとづいて、前記数値データ抽出手段により
抽出された数値データが前記第１判定値または前記第２判定値に合致するか否かを判定す
る始動時判定手段と、
　前記始動時判定手段による判定結果にもとづいて、前記始動時判定手段による判定の対
象となった遊技媒体の通過にもとづく可変表示の前記開始条件が成立する以前に実行され
る可変表示において、遊技機に設けられている演出装置で前記第１特定遊技状態または前
記第２特定遊技状態に制御されることを予告する予告演出を実行する予告演出実行手段と
を備え、
　前記事前決定手段は、前記第１始動領域を遊技媒体が通過したときに抽出された数値デ
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ータであるのか前記第２始動領域を遊技媒体が通過したときに抽出された数値データであ
るのかに応じて異なる数の前記第１判定値および前記第２判定値を用いて、前記第１特定
遊技状態または前記第２特定遊技状態に制御するか否かを決定する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明による遊技機は、第１始動領域（例えば、第１始動入賞口１３）を遊技媒体（例
えば、遊技球）が通過した後、可変表示の開始条件（例えば、第１特別図柄および第２特
別図柄のいずれの可変表示も実行されていない状態であって、大当り遊技状態でもないこ
と）が成立したことにもとづいて各々を識別可能な複数種類の第１識別情報（例えば、第
１特別図柄）の可変表示を開始し、表示結果を導出表示する第１可変表示手段（例えば、
第１特別図柄表示器８ａ）と、第２始動領域（例えば、第２始動入賞口１４）を遊技媒体
が通過した後、可変表示の開始条件が成立したことにもとづいて各々を識別可能な複数種
類の第２識別情報（例えば、第２特別図柄）の可変表示を開始し、表示結果を導出表示す
る第２可変表示手段（例えば、第２特別図柄表示器８ｂ）とを備え、第１可変表示手段ま
たは第２可変表示手段において導出表示された表示結果があらかじめ定められた特定表示
結果（例えば、大当り図柄）となったことにもとづいて特定遊技状態（例えば、大当り遊
技状態）となる遊技機であって、特定遊技状態には、可変入賞装置を所定回（例えば、１
５回）開放状態にする第１特定遊技状態（例えば、確変大当りや通常大当りの発生にもと
づく大当り遊技状態：突然確変大当りＢを第１特定遊技状態にしてもよい）と、可変入賞
装置を所定回開放状態にするが第１特定遊技状態に比べて不利な第２特定遊技状態（例え
ば、突然確変大当りＡや突然確変大当りＢの発生にもとづく大当り遊技状態：突然確変大
当りＡを第２特定遊技状態にしてもよい）とがあり、第１始動領域または第２始動領域を
遊技媒体が通過したときに数値データを抽出し、抽出した数値データを所定の上限数（例
えば、４）を限度に保留記憶として保留記憶手段（例えば、第１保留記憶バッファ、第２
保留記憶バッファ）に記憶させる数値データ抽出手段（例えば、遊技制御用マイクロコン
ピュータ５６０におけるステップＳ２１４Ａ，Ｓ２１４Ｂの処理を実行する部分）と、開
始条件が成立したことにもとづいて、保留記憶手段に記憶されている数値データが第１特
定遊技状態に対応する第１判定値（例えば、確変大当りおよび通常大当りに対応する判定
値：図９参照）または第２特定遊技状態に対応する第２判定値（例えば、突然確変大当り
Ａおよび突然確変大当りＢに対応する判定値：図９参照）に合致するか否かを判定するこ
とによって、第１特定遊技状態または第２特定遊技状態に制御するか否かを識別情報の可
変表示結果が導出表示される以前に決定する事前決定手段（例えば、遊技制御用マイクロ
コンピュータ５６０におけるステップＳ６１の処理を実行する部分）と、始動領域を遊技
媒体が通過したことにもとづいて、数値データ抽出手段により抽出された数値データが第
１判定値または第２判定値に合致するか否かを判定する始動時判定手段（例えば、遊技制
御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ２１７Ａ，Ｓ２１７Ｂの処理を実行
する部分）と、始動時判定手段による判定結果にもとづいて、始動時判定手段による判定
の対象となった遊技媒体の通過にもとづく可変表示の開始条件が成立する以前に実行され
る可変表示において、遊技機に設けられている演出装置で第１特定遊技状態または第２特
定遊技状態に制御されることを予告する予告演出を実行する予告演出実行手段（例えば、
演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ８１０８の処理を実行する部
分）とを備え、事前決定手段は、第１始動領域を遊技媒体が通過したときに抽出された数
値データであるのか第２始動領域を遊技媒体が通過したときに抽出された数値データであ
るのかに応じて異なる数の第１判定値および第２判定値を用いて、第１特定遊技状態また
は第２特定遊技状態に制御するか否かを決定する（図９（Ａ），（Ｂ）参照）ことを特徴
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とする。
　そのような構成によれば、大当りの態様に変化をもたせることによって、飽きを生じさ
せずに遊技者に与えられる遊技の興趣を高めることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　第２始動領域を遊技媒体が通過しやすい第１状態から遊技媒体が通過し難い第２状態に
制御される第２の可変入賞装置（例えば、可変入賞球装置１５）と、遊技状態に応じて、
第２の可変入賞装置が第２状態に制御されやすくなる割合を変化させる可変入賞装置状態
制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ７３の処
理を実行する部分：図９および図１１も参照）とを備えていてもよい。
　そのような構成によれば、遊技状態に応じて、始動領域に対する遊技媒体の通過しやす
さが変化するので、遊技の内容を豊富にすることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　第２始動領域を遊技媒体が通過しやすい第１状態（例えば、開放状態）から遊技媒体が
通過し難い第２状態（例えば、閉鎖状態）に制御される第２の可変入賞装置（例えば、可
変入賞球装置１５）を備え、事前決定手段は、第１始動領域を遊技媒体が通過したときに
抽出された数値データと第２始動領域を遊技媒体が通過したときに抽出された数値データ
とが保留記憶手段に記憶されているときには、第２始動領域を遊技媒体が通過したときに
抽出された数値データによる判定を優先して実行し（図２６におけるステップＳ５２～Ｓ
６１参照）、第２の可変入賞装置が第２状態に制御されやすくなっている状態では、数値
データ抽出手段により抽出された数値データが第１判定値または第２判定値に合致するか
否かを判定する始動時判定手段による処理の実行を禁止する判定禁止手段（例えば、遊技
制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ２１５Ａの処理を実行する部分）
を備えていてもよい。
　そのような構成によれば、遊技者に対して過度の期待感が与えられることが防止される
。すなわち、一方の可変表示手段における可変表示にもとづいて特定遊技状態を発生させ
ることになる保留記憶が記憶されている状態で他方の可変表示手段における可変表示によ
る遊技を行わせることが防止される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　第２始動領域を遊技媒体が通過しやすい第１状態から遊技媒体が通過し難い第２状態に
制御される第２の可変入賞装置（例えば、可変入賞球装置１５）を備え、事前決定手段は
、第１始動領域を遊技媒体が通過したときに抽出された数値データと第２始動領域を遊技
媒体が通過したときに抽出された数値データとが保留記憶手段に記憶されているときには
、第２始動領域を遊技媒体が通過したときに抽出された数値データによる判定を優先して
実行し（図２６におけるステップＳ５２～Ｓ６１参照）、特定遊技状態では、数値データ
抽出手段により抽出された数値データが第１判定値または第２判定値に合致するか否かを
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判定する始動時判定手段による処理の実行を禁止する判定禁止手段（例えば、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ２１６Ａの処理を実行する部分）を備え
ていてもよい。
　そのような構成によれば、遊技者に対して過度の期待感が与えられることが防止される
。すなわち、一方の可変表示手段における可変表示にもとづいて特定遊技状態を発生させ
ることになる保留記憶が記憶されている状態で他方の可変表示手段における可変表示によ
る遊技を行わせることが防止される。
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